
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１０ 記録を書くこと、綴ること 

    子どもやその家族をより理解するための記録を考える    佐々木 将芳 

Ｐ１５ 日々の記録を積み重ね、活用することを保育の支えに    中川 歩 

Ｐ１９ 日々の記録を土台に、「よりよい保育」を考えあって     佐藤 準也 

Ｐ２３ 子ども理解を深め、自らを抱える石に礎として       篠崎 加恵 

Ｐ２８ わが家と学童保育の架け橋「連絡ノート」に支えられて   神谷 美希 

Ｐ３１ 「日々の記録」をもとに、子どもたちの生活を豊かに    編集部 

保護者会がない学童や保育園も多くなり、保護者会がない施設も珍しくない昨今。こういう風

に思ってくれる保護者の方もいらっしゃるので、読んでいて嬉しくなりますね。人との関わりが

薄れていっているように感じる現代だからこそ、これからますます地域との繋がりが重要にな

り、また保護者会の役割も貴重なものになっていきますね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本の学童ほいく」誌は、日本中の選抜された保護者、指

導員、学童保育所研究者の方々との編集会議をもとに、学童保

育に特化して構成して作られた唯一の月刊誌です。 

福岡県連協は、この月刊誌を是非たくさんの保護者、支援員、

学童保育関係者の方々に飛んでいただきたいと思い、見どころ

【ひらいてみちゃりぃ】を配信することにしました。 

毎月担当を変えて、それぞれの視点から見どころを紹介して

いきますので、是非購読申し込みをお待ちしております。 

 

申し込み先：福岡県学童連絡協議会 

T E L：０９３−６６２−６０００   

F A X：０９３−６６２−６００６ 


